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論理化が図られる
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ものである。行為の物自体とは
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、行為する自己につい
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ての問いなのである
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８ 歴史的な総括としては、［林 1999, 181-210］、［Westerhoff 2009, 9-12］などを
参照。分析的解釈の近年の成果がいかなるものであるかは、［Westerhoff 






















14 ［牟 1983, 255］を参照。このことと、次に述べる仏教的存在論とを混同しな
いように注意が必要である。




16 ［牟 1983, 265］。言い換えれば、「三性は二諦であり、三諦ではない」［牟
1983, 272］。




18 ［福島 1976, 16］。以下の引用は［福島 1976, 23］。
19 ［福島 1976, 25-28］。












25 ［福島 1976, 31］および［牟 1983, 362-363］。
26 陳榮灼がこのような研究姿勢をもっともよく示している［朝倉 2014, 199-
200］。また呉汝鈞は、一方で分析的仏教解釈を大胆に導入してはいるが、
基本的には大陸哲学的な方向を踏襲している。





29 論理式のかたちで示せば、（Ǝx） （Strolled （Sebastian, x））となる［Davidson 
1980, 166-167］。なお、時制の問題はここでは省かれていることに注意が必
要である。




32 ［小川 2007, 144］。








35 ［西田 1965, 427-428］。
36 一点だけ挙げれば、牟宗三は神会を宗密と同類の「終別教」的な立場と見
ており、それと慧能に由来する円教的な祖師禅とを対比させるのだが、こ
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れとは異なり先の二者の違いを強調する解釈がある。例えば小川隆は、宗
密によって「神会の思想は安定的で平板な本来性一辺倒の教義の中に行儀
よく収められてしまっている」と述べている［小川 2007, 181］。こうした諸
点の検討は別の機会に行いたい。
